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2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に係る建設需要に対応した労働災害防止対策事業 

レガシーとして引き継がれていくべき労働災害防止対策の検討 

令和２年度報告書［抜粋版］ 

 

建設業労働災害防止協会 

 

 

１．事業概要 

2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催に向けて、競技施設の建設や

インフラ整備、再開発等が集中的に行われる。同大会の建設投資にあたっては、これまで各

現場において様々な労働災害防止に対する問題や対応事例等があることから、この実態、事

例を調査することで、今後、他の建設工事現場においても活用されていくことが望ましい。 

以上の理由からレガシーとして引き継がれていくべき労働災害防止対策等のとりまとめ

を行った。 

２．調査方法 

有識者による検討会を設置し、事業の進め方、調査内容等検討した。 

検討会にて作成した調査票を用いてオリンピック・パラリンピック関連工事の発注者等

に対し、書面調査を行った。 

３．調査対象 

2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会関連施設工事８事業所の発注者。 

 

  

発注者 競技／種別

1
新国立競技場

（オリンピックスタジアム）
（独）日本スポーツ振興センター

【オリンピック】開会式／閉会式、陸上競技、サッカー

【パラリンピック】開会式／閉会式、陸上競技

2 有明アリーナ 東京都
【オリンピック】バレーボール（インドア）

【パラリンピック】車椅子バスケットボール

3 有明テニスの森 東京都
【オリンピック】テニス

【パラリンピック】車いすテニス

4 潮風公園
（公財）東京オリンピック・パラリ

ンピック競技大会組織委員会
【オリンピック】バレーボール（ビーチバレーボール）

5 海の森クロスカントリーコース
（公財）東京オリンピック・パラリ

ンピック競技大会組織委員会
【オリンピック】馬術（総合馬術：クロスカントリー）

6 カヌー・スラローム会場 東京都 【オリンピック】カヌー（スラローム）

7 オリンピックアクアティクスセンター 東京都
【オリンピック】水泳（競泳、飛込、アーティスティックスイミング）

【パラリンピック】水泳

8
選手村（晴海五丁目西地区第一種市街地

再開発事業）

特定建築者　三井不動産レジデ

ンシャル（株）他10社

会場名

令和２年度 厚生労働省委託事業 
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４．調査票内容 

発注者への調査は以下の１１項目について調査した。 

 

１．発注者等は、設計段階において、労働災害リスクを低減させるため、リスクアセスメント等

を実施し、施工時に考慮する必要がある危険性を検討するような取組はありましたか？また

は、その他、発注者等により取り組まれた制度及び取組事例はありますか？あった場合には

その具体を教えてください。 

 

２．設計段階や施工段階において、BIM/CIM を使用しましたか？使用していれば、BIM/CIM を

使用して施工時の安全衛生に寄与したと思われる実例をご記入ください。 

 

３．発注者から見て、設計者に設計段階で考慮しておいて欲しかった施工時の危険性はあります

か？あった場合は、考慮しておいて欲しかった危険性を教えてください。 

 

４．設計段階において、発注者は設計者を含めて会議、連絡調整等を図り、施工時に想定される

危険性を低減するように建築物等の設計を考えていましたか？また、設計施工一括発注方式、

ECI（Early Contractor Involvement；施工予定者技術協議方式）などの契約方式の場合で

すが、設計段階から、発注者、設計者及び施工者で会議や連絡を取っていましたか？ 

さらに、これらの会議等はどのような内容について調整を行っていましたか？ 

 

５．発注者から見て、設計段階から危険性の除去又は低減を考えることで、施工時の安全衛生は

向上すると思いますか？ご意見をお聞かせください。 

 

６．設計段階又は施工段階で作業の危険性を除去又は低減するためにリスクアセスメント等を

実施し、実際に採用された工法や要となった部分について教えてください。その場合、どの

段階の採用かも合わせて教えてください。(好事例、新技術など省力化・工業化の事例） 

 

７．建設工事で多く発生している墜落・転落災害や公衆災害の防止への重点的な取組はありまし

たか？あった場合には、その取組について教えてください。 

 

８．女性や若者が安全に安心して、やりがいを持って働ける現場を構築する取組はありました

か？あった場合には、その取組について教えてください。 

 

９．その他、発注者から見て、この建設プロジェクトならではの施工時の安全衛生対策を教えて

ください。 

 

１０．今後の建設業における労働災害防止のために、レガシーとして引き継がれていくべき労働

災害防止対策とはどのようなものだと思いますか。実際に行った事例でなくても構いません。

発注者としてのご意見をお聞かせください。 

 

１１．オリンピック・パラリンピック競技大会での施設工事に携わっての所感をお聞かせくださ

い。 
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５．調査結果の一例（新国立競技場） 
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６．レガシーとして引き継がれていくべき労働災害防止対策等 

全８事業所から得た回答の中から、レガシーとして引き継がれていくべき労働災害防止

対策は以下のようにまとめられる。 

⓵ 発注者等による安全衛生の取組 

基本設計・実施設計・施工段階において、発注者として設計者や施工者を交えたミー

ティングを定期的に開催し、適切な工期の設定、安全性の検証等を実施し、適宜見直

しを行いながら、三者関係者間の意思疎通を図る。また、安全衛生を損なうことがな

いよう施工時の安全衛生対策に必要な経費が適正に計上されているか、発注者が施工

者に対してヒアリングし確認する。 

⓶ リスクアセスメントの実施促進等 

設計段階から施工時の安全衛生を考慮した各種工法等を採用する。BIM/CIM

（Building Information Modeling or Construction Information Modeling）を用いて、

設計段階において、意志伝達の迅速化、作図の効率化、不整合のチェック、VR を活用

した設計内容の可視化等を図る。また、BIM/CIM 等を用いた仮想の施工シミュレー

ションを実施し、施工時のリスクの有無、困難な作業等を事前に抽出し予めリスクを

除去又は低減する。さらに施工段階における施工プロセスの明確化と合理化に繋げる。 

⓷ 墜落・転落災害等の防止徹底 

屋根をユニット化し、地上にて組み立て、高所作業をできる限り短縮し、墜落・転落

災害のリスク低減を図る。基礎、床版、柱等のプレキャスト化により、現場作業の効

率化を図る。これらの取り組みは、工期の短縮のみならず、安全衛生を飛躍的に向上

させる。 

⓸ より魅力ある建設現場の構築 

若手の育成を目的とした若手リーダー表彰、機械・工具を扱う経験の浅い作業員を中

心に安全衛生教育、女性や若者の資格取得を支援、女性目線での職場環境の改善（例

えば、女性専用のトイレ、更衣室、休憩室、仮眠室、パウダールームの設置等）、やり

がいを持って働く姿の写真を現場内に掲示するとともに同写真を本人や家族に進呈

する取り組み等を通じて、女性や若者にとって快適な環境下でやりがいを持てる取り

組みを積極的に行う。 

 

このように、施工段階からの安全衛生向上の取り組みだけでなく、発注者及び設計者によ

る安全衛生向上の取り組みに拡大していることがわかる。これらの取り組みは、安全衛生向

上はもとより、設計の高度化、施工の効率化・合理化、工期の短縮、女性や若者の建設業界

への積極的な参入機会の増加にも貢献するものと考えられる。 

これらの取り組みが、東京オリンピック・パラリンピック競技大会に係る特別な建設プロ

ジェクトだけでなく、日本の建設業全体の取り組みとするべく水平展開を図っていくこと

が望まれる。 


